
袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
と
但
馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里

は
じ
め
に

兵
庫
県
出
石
町
袴
狭
遺
跡
か
ら
、
七
六
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
（足
。
周
辺
の

嶋
遺
跡

・
砂
入
遺
跡

・
入
佐
川
遺
跡

。
宮
内
黒
田
遺
跡

。
宮
内
堀
脇
遺
跡
で
も

合
わ
せ
て
六
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
、
隣
接
す
る
日
高
町

・
豊
岡
市
な
ど
の
出

土
木
簡
を
加
え
る
と
、
こ
の
地
域
か
ら
の
木
簡
出
土
点
数
は
、
二
〇
〇
点
を
優

に
越
え
る
も
の
と
思
わ
れ
（従
。
そ
の
う
ち
古
代
の
木
簡
が
過
半
を
占
め
る
が
、

地
方
の
古
代
官
衛
関
連
遺
跡
で
こ
れ
ほ
ど
の
木
簡
が
出
土
す
る
例
は
さ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
大
量
の
木
製
品

。
木
製
祭
祀
具
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
も
解
る
よ

う
に
、
海
抜
数
メ
ー
ト
ル
と
い
う
低
い
地
形
や
豊
富
な
地
下
水
と
い
っ
た
自
然

条
件
が
幸
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
に
、
条
里
坪
付
を
記
し
た
木
簡
が
数
点
含
ま
れ
て
い
る
。
坪
付
木
簡

の
出
土
し
た
遺
構
が
い
か
な
る
施
設
に
か
か
わ
る
の
か
は
、
本
簡
の
機
能
や
性

格
を
検
討
す
る
上
で
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。
た
だ
、
こ
の
点
を
議
論
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
も

つ
て
、
木
簡
に
記
さ
れ
た
坪
付
と
木
簡
出
土
地
と
の
関
係
が

本

黎
ボ

明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
課
題
は
、
条
里
坪
付
を
現
地
に
即

し
て
検
討
し
、
こ
の
地
域
の
条
里
復
原
を
確
定
す
る
作
業
と
な
ろ
う
。

豊
岡
盆
地
は
、
豊
富
な
検
討
素
材
に
恵
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
坪
付
木
簡
出
土

以
前
に
お
い
て
も
条
里
研
究
の
比
較
的
進
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
、

条
里
復
原
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
問
題
関
心
か
ら
な
る
本
稿
は
、
但

馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里
復
原
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
業
を
通

し
て
、
袴
狭
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
遺
跡
の
性
格
解
明
に
必
要
な
基
礎
的

事
実
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一　

坪
付
木
簡

ま
ず
、
本
稿
が
検
討
を
加
え
る
但
馬
出
土
の
坪
付
木
簡
に
つ
い
て
、
釈
文
を

掲
げ
、
問
題
点
を
記
し
て
お（梃
。
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右
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□
□
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□
□
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滓ｏ⇔
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②
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×
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〕
深
田
遺
跡

（但
馬
国
府
推
定
地
）
出
土
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（③
６２
）

「九
条
五
石
立
里
十
三
桑
原
墾
田
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歩
誡
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肺
勅
女
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男
庭
之
墾
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⇔
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∞
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６
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□
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〔木
簡
１
１
３
〕
に
は
、
出
石
郡
の
条
里
坪
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

記
さ
れ
た
坪
付
は
、
比
較
的
隣
接
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
完
形
で
は
な
く
、
も

と
の
法
量
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
〔木
簡
１
〕
の
如
く
、
五
〇

。
五
卿
を

測
る
大
型
の
も
の
も
あ
る
。
廣
野
誠
氏
や
渡
辺
晃
宏
氏
に
よ
り
基
礎
的
な
事
実

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
木
簡
が
戸
外
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
と
す
る
理
解

が
示
さ
れ
（艇
。
〔木
街
２
〕
の
如
く
孔
の
穿
た
れ
た
事
例
が
認
め
ら
れ
る
点
や
、

墨
痕
の
盛
り
上
が
る
傾
向
が
、
両
氏
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
。

関
連
す
る
木
簡
が
も
う

一
点
あ
る
。
〔木
簡
４
〕
は
、
日
高
町
の
深
田
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
木
簡
は
、
か
つ
て
下
端
欠
に
て
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、

後
に
下
半
の
接
続
が
判
明
し
実
測
図
も
公
表
さ
れ
た
た
め
、
記
載
内
容
の
全
貌

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
墾
田
管
理
の
た
め
の
カ
ー
ド
と
も
解

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
形
態
、
あ
る
い
は
類
例
か
ら
み
て
も
、
や
は
り
戸
外
に

実
際
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
点
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
田
地
に
か
か
わ
り
掲
示
さ
れ
、
同
様
の
機
能
を

果
た
し
た
ら
し
い
が
、
寡
ボ制
」
の
書
き
出
し
を
も
つ
木
簡
と
、
駆
ボ制
」
と
は

記
さ
ず
坪
付
か
ら
記
し
は
じ
め
る
木
簡
が
あ
る
点
に
は
留
意
す
べ
き
と
思
わ
れ

〇
岸
〕

〇
解
〇

Ｏ
Ｐ
Φ

〇
〇
牌

〇
∞
μ
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３
〕

〔木
簡
４
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６
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（純
。
な
お
、
袴
狭
遺
跡
出
土
の

〔木
簡
５
〕
は
、
同
様
の
木
簡
の
断
片
で
あ
ろ

（文
。
〔
木
簡
６
〕
〔
木
簡
７
〕
は
墨
書
が
鮮
明
で
な
く
詳
ら
か
に
し
得
な
い
も
の

の
、
そ
の
形
態
、
わ
ず
か
な
墨
痕
か
ら
、
こ
れ
ま
た
同
様
の
木
簡
の
断
片
で
あ

る
と
み
た
い
。
周
辺
遺
跡
出
土
木
製
品
の
さ
ら
な
る
精
査
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
こ
こ
で
の
課
題
は
、
坪
付
木
簡
が
点
て
ら
れ
た

地
と
こ
れ
ら
が
出
土
し
た
遺
跡
と
の
位
置
関
係
で
あ
る
。
渡
辺
晃
宏
氏
に
よ
る

と
、
袴
狭
遺
跡
は
、
〔木
簡
１
〕
が
示
す
十
世
紀
初
頭
に
は
、
出
石
郡
衡
に
関

連
す
る
施
設
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
坪
付
木
簡
の
機
能
や
性
格
は
、

そ
れ
を
点
て
た
主
体
、
木
簡
の
機
能
、
廃
棄
の
仕
方
な
ど
を
踏
ま
え
て
論
じ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
出
石
郡
条
里
の
復
原
を
行
う
こ
と
か
ら
、
木
簡

が
点
て
ら
れ
た
地
を
推
測
し
、
議
論
の
前
提
を
提
示
し
た
い
。

一
一　
条
里
復
原

１
　
豊
岡
盆
地
の
地
理
的
環
境

豊
岡
盆
地
は
、
朝
来
郡
生
野
町
字
円
山
に
源
を
発
す
る
円
山
川
の
下
流
域
に

立
地
す
る
。
円
山
川
は
、
盆
地
に
お
い
て
槻
ね
南
西
か
ら
北
東
へ
流
れ
、
豊
岡

市
伏
付
近
で
南
東
か
ら
流
れ
る
出
石
川
と
合
流
し
た
後
、
ほ
ぼ
北
流
し
て
日
本

海

へ
と
注
い
で
い
る
。
豊
岡
盆
地
は
、
円
山
川
と
出
石
川
の
堆
積
作
用
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
あ
る
が
、
そ
の
内
部
に
丘
陵
や
更
新
世
段
丘
が
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と
、
模
式
的
な
扇
状
地
面
や
海
岸
地
域
の
三
角
州
が
未
発

達
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
地
理
学
の
立
場
か
ら
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ

（８
）

て

い
る
。

こ
の
地
域
の
古
代
の
行
政
区
画
を
概
観
す
る
と
、
盆
地
北
部
に
城
崎
郡
、
南

西
部
に
気
多
郡
、
南
東
部
に
出
石
郡
が
お
か
れ
て
い
た
。
『日
本
後
紀
』
に
よ

る
と
、
延
暦
二
十
三
年

（八
〇
四
）
に

「国
治
」
の
移
転
が
記
さ
れ
、
こ
れ
以

（
９
）

後
の
い
わ
ゆ
る
第
二
次
国
府
は
気
多
郡
高
田
郷
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
出
石
郡
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
但
馬
国

一
宮
が
、
出

（
Ю
）

石
郡
の
出
石
神
社
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

豊
岡
盆
地
の
大
半
は
、
明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
相
次
い
で
行

わ
れ
た
耕
地
整
理
の
結
果
、
以
前
の
地
割
を
失

っ
て
い
る
。
目
星
岡
市
史
』
に

よ
る
と
、
「耕
地
整
理
の
着
手
が
早
か
っ
た
た
め
、
前
代
の
土
地
割
り
を
大
き

（
Ｈ
）

く
変
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
」
い
と
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず

し
も

一
般
化
し
得
な
い
。
道
路
や
田
の
畦
な
ど
は
思
い
の
外
変
更
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
扱
い
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
円
山
川

・
出
石
川

の
旧
流
路
の
検
討
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
地
理
学
的
な
素
養
に
弱
く
、
微

地
形
レ
ヴ
エ
ル
の
地
形
分
類
や
完
新
世
段
丘
の
判
読
を
踏
ま
え
た
古
代
の
流
路

復
原
は
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
遺
存
地
名
で
は
、
「郡
境
」
や

「古
川
」
な
る
小
字
、
地
籍
図
に
遺
る
旧
流
路
の
痕
跡
が
注
目
さ
れ
る
。



２
　
出
石
郡

・
城
崎
郡
条
里
の
復
原
―
地
名
に
よ
る
検
討

附
、
先
行
研
究
の
紹
介

豊
岡
盆
地
は
、
平
野
部
と
し
て
は
但
馬
国
内
で
最
大
の
規
模
を
誇
り
、
ま
た
、

か
つ
て
条
里
遺
構
と
思
し
き
地
割
が
顕
者
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
条
里

研
究
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
と
概
括
さ
れ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
け
る
条
里
復

原
は
、
関
連
す
る
地
名
と
遺
存
地
割
を
素
材
と
し
、
主
に
坪
数
詞
が
ま
と
ま
っ

て
遺
る
、
豊
岡
市
上
鉢
山
南
方
、
豊
岡
市
高
屋

全
ユ岡
駅
東
方
）、
豊
岡
市
立
野

（同
市
大
磯
東
方
）
の
地
籍
図
や

「十
五
」
コ
二
十
六
」
「
五
条
川
」
「五
条
大

橋
」
な
ど
の
地
名
を
対
象
と
し
て
ェ
腿
。

先
行
研
究
を
紐
解
く
と
、
ま
ず
、
山
田
安
彦

・
桑
原
公
徳
両
氏
は
、
上
鉢
山

南
方
の
地
名
か
ら
、
北
西
隅
起
点

。
東
西
方
向
の
千
鳥
式
坪
並
を
見
出
し
、
さ

ら
に
同
様
の
坪
並
を
盆
地
北
方
へ
と
延
長
し
た
上
で
、
豊
岡
盆
地
の
条
里
を
東

西
方
向
の
千
鳥
式
坪
並
に
よ
る
も
の
と
断
じ
ら
れ
（赳
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
田

修

一
氏
は
、
上
鉢
山
南
方
の
地
名
を
正
し
く
読
み
直
し
て
、
そ
の
坪
並
は
北
西

隅
起
点

・
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
豊

岡
市
に
は
、
南
東
隅
起
点

。
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、

豊
岡
盆
地
の
北
方
と
南
方
に
お
い
て
、
異
な
っ
た
坪
配
置
が
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
。
石
田
氏
の
見
解
は
、
『豊
岡
市
史
』
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
出
石
郡
の
条
里
は
、
条

・
里
の
配
置
を
含
め
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。
『神
美
村
誌
』
は
、
五
万
分
の

一
地
形
図
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
た
条
里

復
原
図
を
掲
げ
、
出
石
郡
出
石
郷
を
基
準
に
、
南
東
隅
を
起
点
と
し
て
、
南
か

ら
北
へ
一
条

。
二
条
…
と
数
え
進
む
理
解
を
示
し
泄
。
加
え
て
、
大
平
茂
氏
は
、

石
田
修

一
氏
に
従
い
北
西
隅
起
点

。
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
説
を
と
り
つ
つ
、

北
西
を
起
点
に
南

へ
条
、
東
に
里
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
す
る
復
原
柔
を
呈
示

さ
れ
た
。
出
石
郡
条
里
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
、
坪
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
石
田
修

一
‐
大
平
茂
説
が
最
も
精
度
が
高
く
、
こ
の
見
解
を
鉄
案
と

す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
城
崎

・
出
石
両
郡
の
条
里
は
、
次
の
如
く
整
理
さ
れ
る
と

思
う
。
第

一
。
坪
数
詞
の
遺
存
状
況
か
ら
、
豊
岡
盆
地
に
は
、
東
南
起
点

・
東

西
方
向
の
平
行
式
坪
並
と
北
西
起
点

。
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
の
二
種
類
の

坪
配
置
が
存
在
し
た
。
第
二
。
城
崎
郡
条
里
は
、
東
南
起
点

。
東
西
方
向
の
平

行
式
坪
並
で
あ
る
。
条
の
並
び
は
判
然
と
し
な
い
が
、
「
五
条
川
」
な
ど
か
ら

推
測
す
る
に
、
東
か
ら
西
へ
、　
一
条

。
二
条
…
と
数
え
進
む
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
条

・
里
の
並
び
と
坪
数
詞
の
並
び
が
必
ず
し
も

一
致
す
る
と
は

い
え
な
い
が
、
坪
数
詞
が
東
南
起
点
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
里
の
並
び
は
南
か

ら
北
へ
一
里

・
二
里
…
と
数
え
進
む
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
第
三
。

出
石
郡
条
里
は
、
坪
数
詞
の
並
び
が
北
西
起
点

。
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
で

あ
る
こ
と
は
動
か
し
難
い
も
の
の
、
条
里
の
並
び
は
確
定
し
な
い
。

先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
私
見
を
交
え
た
整
理
は
以
上
の
如
く
で
あ
る

が
、
な
お
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第

一
は
、
議
論
の
中
心
が

坪
数
詞
の
配
置
に
お
か
れ
、
条

・
里
の
並
び
に
は
定
見
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け

一
条

一
里
の
起
点
を
ど
こ
に
お
く
か
、
が
定
ま
ら
な
い
限
り
、
坪
付
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木
簡
が
点
て
ら
れ
た
地
の
比
定
は
で
き
な
い
。
第
二
は
、
豊
岡
盆
地
の
条
里
復

原
が
、
概
し
て
遺
存
地
名
に
恵
ま
れ
た
城
崎
郡
と
出
石
郡
か
ら
立
論
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
気
多
郡
条
里
を
論
に
組
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
条
里
が

郡
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
と
す
る
理
解
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
が
、
さ
り
と
て
、

地
理
的
に

一
体
と
み
な
し
う
る
盆
地
内
に
お
い
て
、
条

。
里
の
配
置
や
坪
数
詞

の
配
置
が
全
く
無
秩
序
に
設
定
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
て
み
れ
ば
、
豊
岡

盆
地
の
条
里
は
、
気
多
郡
条
里
を
論
に
組
み
込
み
、
盆
地
全
体
で
把
握
す
る
視

角
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

３
　
気
多
郡
条
里
の
復
原

気
多
郡
域
は
、
現
在
の
日
高
町
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
豊
岡
市
の
一
部
、
竹
野
町

の
一
部
に
及
ぶ
。
郡
の
東
部
は
円
山
川
の
中
流
域
、
豊
岡
盆
地
の
東
南
部
を
占

め
る
が
、
郡
の
中
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
は
山
が
ち
で
、
平
地
は
、
東
流
し
て

円
山
川
に
注
ぐ
稲
葉
川
流
域
に
形
成
さ
れ
た
、
狭
小
な
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。

日
高
町
で
は
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
耕
地
整
理
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
時
に
作
成
さ
れ
た
実
測
図
は
、
広
範
囲
に
分
布
す
る
条
里
地
割
を
伝
え
て
い

る
。
気
多
郡
条
里
は
、
良
質
の
史
資
料
を
起
点
と
し
て
復
原
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
復
原
案
を
明
示
す
る
も
の
も
、
隣
接
す
る
城

（
‐８
）

崎

。
出
石
両
郡
と
の
関
連
を
論
じ
る
も
の
も
認
め
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
検
討
を

加
え
る
所
以
で
あ
る
。

気
多
郡
条
里
の
復
原
の
基
準
と
し
て
、
但
馬
国
府
推
定
地

（深
田
遺
跡
）
か

ら
出
土
し
た

〔木
簡
５
〕
の
記
載
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「九
条
五
石
立
里
十
三
桑
原
墾
田
百
廿
八
歩

・
・
。
」
。
「石
立
里
」
は
、
現

在
の
日
高
町
国
分
寺
、
旧
国
分
寺
村
の
地
に
存
在
し
た
石
立
村
に
か
か
わ
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
石
立
村
は
、
江
戸
時
代
の
史
料
に
確
認
さ
れ
、　
一
人
八
二

年

（明
治
１５
）
頃
、
国
分
寺
村
と
合
併
し
て
国
保
村
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の

故
地
は
、
祢
布
ヶ
森
遺
跡
と
但
馬
国
分
寺
跡
の
ち
ょ
う
ど
中
間
辺
り
と
な
ろ
う

か
。
以
上
か
ら
、
「石
立
里
」
の
固
有
里
名
を
も
つ
、
気
多
郡
九
条
五
里
は
現

地
比
定
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
里
名
の
現
地
比
定
に
は
、
若
千
の
留
意
が

必
要
で
あ
る
。
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
に
よ
る
と
、
同

一
里
名
が
隣
接
す

る
複
数
の
里
に
付
さ
れ
る
事
例
が
散
見
す
る
。
し
て
み
れ
ば
、
「石
立
里
」
と

称
す
る
里
が
、
旧
石
立
村
周
辺
に
複
数
存
在
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

里
の
現
地
比
定
は
や
や
柔
軟
に
試
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

気
多
郡
条
里
を
復
原
す
る
も
う

一
つ
の
素
材
は
、
条
里
坪
付
を
記
し
た
中
世

文
書
で
あ
る
。

〔太

多
〕

〔史
料
１
〕
（端
裏
書
）
「□
口
庄
領
家
御
寄
進
田
畠
坪
付
」

大
岳
寺
御
寄
進
田
畠
坪
付
事

合田弐段者内
一棘Ｈ〓繕骨理は剌聯″ゆノ、メラ

畠
壱
段
　
応
恵
太
　
堀
内

右
、
坪
付
如
件

貞
和
弐
年
三
月
七
日
　
沙
弥
円
空

（花
押
）
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(注)(1)〔図 2〕 は、 5万分の 1地形図「城崎」 (1995年 )・ 「出石」 (1995年 )。 「香住」 (1994
年)。 「村岡」(1994年 )をベースマップとして作成した。
(2)郡界は、IFAね明治22年以前の郡界を基準とし、円山川 。出石川の旧流路を参照して設定し
たものであり、古代 。中世の郡界は詳らかにし得ない。
(3)条里界線は、後掲 〔図 4〕 (1万分の 1地形図をベースマップとして作成)で示した出石
郡の地割を基準として、それを豊岡盆地全体に拡大したものである。従って城崎郡・気多郡域
の条里界線とその設定基準については、さらなる検討を要する。
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生
km劇

E図 2〕 豊岡盆地の条里復原

出石郡五条人里,六条八・九里 (〔木簡 1～ 3])
気多郡九条五里 (〔木簡 4〕 )
気多郡二十二条十里 (『大岡寺文書』)

Ａ

Ｂ

Ｃ

a 袴狭遺跡
b 深田遺跡
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こ
こ
に
は

「十
二
条
十
里
」
な
る
条
里
記
載
が
み
え
、
六
坪
は

「
ホ
イ
ツ

メ
」
、
十
六
坪
は

「
ク
ム
ハ
ラ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
太
多
庄
は
、
日
高
町
西

部
、
神
鍋
山
東
麓
の
太
田
の
地
に
比
定
さ
れ
、
「訓
原
」
の
地
名
も
遺
る
。
付

近
の
可
耕
地
は
稲
葉
川
流
域
に
限
ら
れ
、
現
地
表
面
に
お
け
る
条
里
地
割
の
痕

跡
は
判
然
と
し
な
い
が
、
中
世
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
地
の
田
が
条
里
坪
付
を

用
い
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
詳
細
な
現
地
比
定
は
、
さ
ら

な
る
史
料
の
増
加
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
気
多
郡
二
十
二
条
が
大
田
に
比

定
で
き
る
点
は
、
条
里
復
原
の
貴
重
な
手
が
か
り
と
い
え
る
。

深
田
遺
跡
出
土
木
簡
と
中
世
文
書
の
利
用
に
よ
り
、
気
多
郡
条
里
を
復
原
す

る
た
め
の
起
点
を
二
つ
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
上
か
ら
、
気
多
郡
条
里
は
、

条
を
東
か
ら
西
へ
一
条

・
二
条
…
と
数
え
進
み
、
里
を
南
か
ら
北
へ
一
里

デ
二

里
…
と
数
え
進
む
も
の
で
あ
っ
た
と
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

４
　
条
里
復
原

以
上
二
節
の
検
討
を
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。

第

一
。
城
崎
郡
条
里
は
、
東
南
起
点

・
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
で
あ
り
、

条
の
配
置
は
東
か
ら
西
へ
一
条

。
二
条
…
と
数
え
進
む
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
。

気
多
郡
条
里
は
、
東
か
ら
西
へ
一
条

・
二
条
…
と
教
え
進
み
、
南
か
ら
北
へ
一

里

・
二
里
…
と
数
え
進
む
も
の
で
あ
っ
た
。
坪
数
詞
の
並
び
は
不
明
で
あ
る
。

第
三
。
出
石
郡
条
里
は
、
北
西
起
点

。
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
豊
岡
盆
地
全
体
を
眺
め
て
み
る
と
、

判
明
す
る
坪
並
は
、
い
ず
れ
も
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
で
あ
り
、
条
里
の
配

置
は
、
東
西
方
向
に

一
条

。
二
条
…
と
条
が
、
南
北
方
向
に

一
里

・
二
里
…
と

里
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
方
向
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
が
、
城
崎
郡
に
お
い
て
、
坪
数
詞
の
起
点
が
条
里
の
起
点
と

一
致
す
る
ら
し

い
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
城
崎
郡
で
は
南
か
ら
北
へ
一
里

・
二
塁
…
と
数
え

進
み
、
逆
に
出
石
郡
で
は
北
か
ら
南

へ
一
里

。
二
里
…
と
数
え
進
ん
だ
も
の
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
復
原
結
果
に
、
次
章
で
示
す
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、
条
里
界
線
を
図
示
し
た
も
の
が
、
〔
図
２
〕
豊
岡
盆
地
の
条
里
復

原
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
示
し
た
条
里
復
原
が
正
鵠
を
射
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
出

石
郡
条
里
の
み
が
他
の
二
郡
と
異
な
る
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
豊
岡
盆
地
の
三
郡

の
う
ち
、
気
多
郡

・
城
崎
郡
条
里
は
、
と
も
に
南
東
起
点
東
西
方
向
の
平
行
式

坪
並
を
も
ち
、
条
を
東
か
ら
西
へ
、
里
を
南
か
ら
北
へ
と
数
え
進
む
の
に
対
し

て
、
出
石
郡
条
里
の
み
は
、
北
西
起
点
東
西
方
向
の
平
行
式
坪
並
を
も
ち
、
条

を
西
か
ら
東
へ
、
里
を
北
か
ら
南

へ
と
数
え
進
む
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

条
里
坪
付
の
配
置
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
（程
。

以
上
で
、
豊
岡
盆
地
の
条
里
復
原
は
槻
ね
完
成
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
今
少
し
や
っ
か
い
な
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
の
地
域
に

か
か
わ
る
中
世
の
古
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
は
、
出
石
郡
条
里
復
原
の
有
力

な
手
が
か
り
と
さ
れ
、
従
来
の
研
究
で
も
幾
度
か
検
討
を
試
み
ら
れ
な
が
ら
、

整
合
的
解
釈
に
至
ら
な
か
っ
た
難
物
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
本
章
で
呈
示
し
た
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条
里
復
原
の
精
度
を
高
め
る
た
め
、
残
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
と
の
接
点
を

探
り
、
復
原
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
検
討
対
象
は
、
木
簡
出
土
地
と

の
関
係
で
精
確
な
議
論
が
望
ま
れ
る
出
石
郡
条
里
と
し
、
そ
の
際
、
中
世
の
古

絵
図
と
近
年
公
表
さ
れ
た
考
古
学
的
成
果
を
活
用
し
た
い
。

〓
一　
復
原
の
検
証

１
　
但
馬
国
出
石
神
社
領
神
戸
郷
絵
図

但
馬
国
出
石
神
社
領
神
戸
郷
絵
図

（以
下
、
神
戸
郷
絵
図
と
略
称
す
る
）
は
、

紙
質
や
書
体
か
ら
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
、
出
石
神
社
領

神
戸
郷
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
。
成
立
事
情
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
破
損

・

傷
み
が
著
し
く
、
北
東
部
分
に
あ
た
る
原
図
の
お
よ
そ
四
分
の
一
が
欠
落
し
て

い
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
神
戸
郷
絵
図
に
関
す
る
研
究
は
概
し
て
低
調
で
あ
る

が
、
修
理
の
際
の
調
査
報
告
が
そ
の
書
誌
的
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
点
は
特
筆

さ
れ
る
。
絵
図
全
体
に
条
里
界
線
と
思
し
き
区
画
が
認
め
ら
れ
、
絵
図
の
現
地

比
定
は
、
出
石
川
の
流
路
と
そ
れ
に
架
か
る
橋
脚
、
さ
ら
に
は
出
石
大
社
の
鳥

居
と
参
道
を
手
が
か
り
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。

近
年
、
坪
付
木
簡
の
出
土
と
と
も
に
あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
た
点
は
、
絵

図
に
み
え
る

「
シ
イ
ノ
モ
ト
」
が
、
〔
木
簡
１
〕
の

「椎
下
田
」
と
関
連
す
る

か
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
か
ら
、
条
里
復
原
の
核
に
な
る
と
さ
れ
て

き
た

「人
坪
」
の
記
載
と
相
倹

っ
て
、
絵
図
は
こ
の
地
域
の
条
里
復
原
を
行
う

基
本
史
料
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

∩
図
３
〕
参
昭
じ
。

と
こ
ろ
が
、
「人
坪
」
を
起
点
に
考
え
る
限
り
、
い
か
な
る
坪
並
を
想
定
し

て
も
、
「
シ
イ
ノ
モ
ト
」
は
木
簡
の
記
す

「
二
十
坪
」
と
は
な
り
え
な
い
。
こ

こ
に
、
大
平
茂
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
絵
図
の

「
シ
イ
ノ
モ
ト
」
と
木
簡
は

別
の
地
区
を
示
し
関
連
し
な
い
、
と
す
る
理
解
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
渡
辺
晃
宏
氏
は
、
石
田
修

一
氏
に
よ
る
既
存
の
出
石
郡
条
里
復
原
を
南

へ
延
長
し
て
も
、
人
坪
の
位
置
は
合
わ
な
い
と
指
摘
し
、
絵
図
と
木
簡
と
い
う

文
字
資
料
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
観
点
を
堅
持
し
つ
つ
も
、
条
里
復
原
を
保
留

さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
神
戸
郷
絵
図
は
条
里
復
原
の
基
本
史
料
か
ら
脱
落
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
神
戸
郷
絵
図
の
現
地
比
定
を
あ

ら
た
め
て
行
い
、
条
里
復
原
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と
思
う
。

〔
図
４
〕
は
、
出
石
町
付
近
の
耕
地
整
理
前
の
地
割
が
窺
わ
れ
る
三
点
の
地

図
を
、　
一
万
分
の
一
の
地
図
に
重
ね
、
地
割
の
再
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
作
業
の
結
果
を
確
認
し
て
お
く
。

第

一
。
点
描
の
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ン
で
示
し
た
位
置
は
、
神
戸
郷
絵
図
の

「八
坪
」
に
相
当
す
る
坪
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
本
稿
で
示
し
た
条
里

復
原
試
柔
で
は
出
石
郡
五
条
七
里
八
坪
と
九
坪
の
両
坪
に
か
か
る
こ
と
か
ら
、

完
全
に
整
合
す
る
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
概
ね

一
致
す
る
も
の
と
し
て
大
過

あ
る
ま
い
。
し
て
み
れ
ば
、
石
田
修

一
氏
の
見
出
し
た
地
割
を
南
に
延
長
さ
せ

た
場
合
、
実
は
絵
図
も
含
め
て
条
里
復
原
に
整
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と



報
調

抑餅）中

〔図 3〕 但馬国出石神社領神戸郷絵図トレース図

(東京大学史料編纂所編『日本荘園絵図衆影』四 近畿三、東京大学出版会、1998年  より作成)
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注
(1)E図 4〕 は、 1万分の1豊岡市平面図 4・
5(1996年 )・ 1万分の1出石町平面図その
1(1991年)をベースマンブとして作成した。
(2)合成に用いた地図の出典は以下の通り。①

「出石町大字官内・坪井・鳥居の字名図」

(「京畿内荘園の史料データベース作成と歴

史地理学的研究」1989年 )、 ②「上鉢山・倉

見・長谷の地籍図」 (桑 原公徳・山田安彦

もイ子:三泉最今慇寝全号ま普雷晏影瞥

`6霰

達
県教育委員会『砂入遺跡』1997年 )。

僧)合成に際しては、①のみ東西方向に5%程
度拡大する補正を行った。
14)〔図 4〕 の作成には河角龍典氏のご助言・

ご協力を得た。記して謝意を表したい。
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は
、
逆
に
本
稿
に
よ
る
復
原
の
有
効
性
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
。
上
鉢
山
付
近
の
地
割
と
袴
狭
遺
跡
の
あ
る
谷
の
地
割
は
ほ
ぼ
整
合
し

て
お
り
、　
一
連
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
丘
陵
を
南
に
越
え
た
出

石
神
社
付
近
の
地
割
は
、
図
中
に
記
し
た
Ｘ
Ｉ
Ｙ
に
み
ら
れ
る
如
く
、
約
半
町

分
東
西
方
向
に
ズ
レ
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
に
み
た

「人
坪
」

が
、
人

・
九
両
坪
に
か
か
る
点
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
地
割
の
ズ
レ
は
興
味
深

い
。
約
半
町
の
ズ
レ
が
生
じ
た
理
由
は
推
測
に
頼
ら
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
出
石

郡
内
に
お
い
て
も
、
条
里
の
施
行
時
期
に
時
期
差
が
あ
り
、
ズ
レ
は
そ
れ
に
伴

う
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
教
誕
。

２
　
入
佐
川
遺
跡
の
調
査
と
条
里
遺
構

次
に
、
条
里
量
構
に
関
連
す
る
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
す
程
。
入
佐

川
遺
跡
は
、
出
石
町

・
袴
狭
遺
跡
に
南
接
す
る
丘
陵
の
す
ぐ
南
側
に
立
地
し
て

い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
東
西
三
百
メ
ー
ト
ル
程
度
、
南
北
も
十
数

メ
ー
ト
ル
は
あ
る

「坪
界
溝
と
思
し
き
遺
構
」
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
調
査
担
当
者
の
所
見
に
よ
る
と
、
こ
の
溝
の
年
代
は
、
奈
良
時
代
末
を
上

限
に
平
安
時
代
後
半
ま
で
と
い
う
が
、
加
え
て
上
層
の
遺
構
面
で
、
ほ
ぼ
同
位

置
に
、
中
世
段
階
の
溝
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

た
だ
、
入
佐
川
遺
跡
の
遺
構
図
を
こ
れ
ま
た

一
万
分
の
一
の
地
図
に
合
成
し

て
み
る
と
問
題
を
生
じ
る
。
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
溝
の
う
ち
、
南
北
方
向

の
溝
は
確
か
に
字
界
と
ほ
ぼ
重
な
り
、
条
里
を
区
切
る
溝
の
可
能
性
が
高
い
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
東
西
方
向
の
溝
は
想
定
さ
れ
る
条
里
界
線
と
は

あ
わ
ず
、
単
純
に
条
里
遺
構
と
は
み
な
せ
な
い
。
成
案
は
な
い
が
、
遺
跡
が
丘

陵
の
す
ぐ
南
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
谷
に
お
け
る
耕
地
の
北
限

を
画
す
る
溝
と
も
解
さ
れ
、
東
西
方
向
の
界
線
に
あ
わ
な
い
点
は
地
形
に
制
約

さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
議
論
は
国
土
座
標
な
ど

を
用
い
、
方
位
の
振
れ
な
ど
を
厳
密
に
測
定
、
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ

う
。
筆
者
の
能
力
を
追
か
に
超
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
精
査
を
切
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

結
　
　
び

‐
―
成
果
と
課
題

―

本
稿
で
は
、
但
馬
豊
岡
盆
地
出
土
の
坪
付
木
簡
を
手
が
か
り
に
、
豊
岡
盆
地

の
条
里
復
原
を
行
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

第

一
。
遺
存
地
割
と
地
名
、
出
土
木
簡
、
古
絵
図
、
発
掘
調
査
に
よ
る
成
果

を
総
合
的
に
理
解
し
て
、
豊
岡
盆
地
に
お
け
る
条
里
復
原
を
確
定
し
た
。
翻
っ

て
考
え
み
る
と
、
小
規
模
盆
地
の
条
里
は
思
い
の
外
研
究
に
乏
し
く
、
比
較
検

討
を
可
能
に
す
る
今
後
の
研
究
の
蓄
積
が
倹
た
れ
る
。
第
二
。
条
里
地
割
施
行

の
様
相
に
つ
い
て
、
豊
岡
盆
地
の
三
郡
の
う
ぢ
、
出
石
郡
条
里
の
み
が
異
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
。
さ
ら
に
大
縮
尺
の
地
形
図
を
用
い
た
検
討
の

結
果
、
出
石
郡
内
に
お
い
て
も
、
半
町
程
度
の
地
割
の
ズ
レ
が
認
め
ら
れ
た
。



そ
の
要
因
と
し
て
、
条
里
設
定
の
時
期
差
な
ど
を
推
測
し
た
。

以
上
の
如
き
条
里
復
原
の
結
果
と
し
て
、
袴
狭
遺
跡
出
土
の
坪
付
木
簡
は
、

そ
の
出
土
地
か
ら
み
て
現
地
に
点
て
ら
れ
た
も
の
が
自
然
に
流
出
し
た
の
で
は

な
く
、
回
収
後
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な

っ
た
。
こ
の
成

果
を
踏
ま
え
た
、
袴
狭
遺
跡

。
袴
狭
地
区
、
但
馬
国
府
関
連
遺
跡
の
性
格
解
明

に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

本
稿
は
、
分
析
対
象
を
豊
岡
盆
地
全
体
に
広
げ
、
大
縮
尺
の
地
図
を
用
い
て

で
き
う
る
限
り
誤
差
を
廃
し
た
条
里
復
原
を
試
み
た
も
の
で
あ
（誕
。
本
試
柔
が
、

今
後
期
待
さ
れ
る
さ
ら
な
る
資
料
の
増
加
に
際
し
て
、
検
討
の
た
た
き
台
と
も

な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
な
お
、
古
代
以
来
重
層
的
に
存
在
し
た
条
里
地
割
を

一

括
し
て
議
論
し
た
と
の
感
も
否
め
な
い
し
、
神
戸
郷
絵
図
そ
の
も
の
の
検
討
は

手

つ
か
ず
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
後
考
を
期
し
、

拙

い
稿
を
了
え
た
い
。

注（
１
）
　

『木
簡
研
究
』

一
一
号

。
一
三
号

・
一
四
号

。
一
五
号

。
一
六
号

。
一
七
号

・

一
九
号

・
三
〇
号

。
三
二
号
所
収
。
出
石
町
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡
内
田
地
区

発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
九
五
年
）、
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡
』
全
一〇

〇
〇
年
）。
袴
狭
遺
跡
の
木
街
出
土
点
数
は
、
『木
簡
研
究
』
を
集
計
し
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
小
寺
誠

「出
石
町
出
土
木
簡

一
覧
表
」
盆
古
代
但
馬
国
と
木
簡
』

木
簡
学
会
但
馬
特
別
研
究
集
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ
集
、
三
〇
〇
二
年
）
は
、
同
遺
跡

の
木
簡
出
土
点
数
を
七
四
点
と
す
る
が
、
一
百
〔の
差
は
、
出
石
町
教
育
委
員
会
確

認
調
査
で
出
上
し
た
墨
書
人
形
二
点
を
除
い
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
　

『木
簡
研
究
』

一
〇
号

。
一
二
号

。
一
六
号

・
一
八
号

・
二

一
号

・
三
二
号
所

収
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『砂
入
遺
跡
』
全

九
九
七
年
）、
同

『袴
狭
遺
跡
』

（前
掲
）
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『入
佐
川
遺
跡
』
全
一〇
〇
二
年
）
。
小
寺
誠

「出
石
町
出
土
木
簡

一
覧
表
」
（前
掲
）
参
照
。

（
３
）

但
馬
出
上
の
古
代
木
簡
に
つ
い
て
は
、
寺
崎
保
広

『出
土
資
料
か
ら
み
た
国
府

の
研
究
―
但
馬
国
府
を
例
と
し
て
―
』
（平
成
十
年
度
―
十
二
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金

（基
盤
研
究
Ｑ
）
〈研
究
代
表
者

・
寺
崎
保
広
〉
研
究
成
果
報
告
書
、
三

〇
〇

一
年
）
が
、
二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
、
網
羅
的

に
蒐
集

・
整
理
し
て
い
る
。

（
４
）

釈
文
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡
』
（前
掲
）
、
同

『砂
入
遺
跡
』

（前
掲
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
〔
木
簡
４
〕
の
釈
文
は
、
木
簡
学
会
編

『日
本
古

代
木
簡
選
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇
年
）
に
よ
り
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会

［平

成
五
―
七
年
度
指
定

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
全

九
九
六
年
）
所
収
の
実

測
図
で
確
認
し
た
。
『木
簡
研
究
』
の
掲
載
箇
所
は
、
⑭
７９

（
一
四
号
七
九
ベ
ー

ジ
の
意
）
の
如
く
記
し
た
。
い
ず
れ
も
、
写
真

。
実
測
図
に
て
確
認
の
上
、　
一
部

釈
文
及
び
表
記
を
あ
ら
た
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
袴
狭
遺
跡
出
上
の
坪
付
木
簡
に

つ
い
て
は
、
日
良
島
哲

「禁
制
制
札
の
発
生
」
翁
三
浦
古
文
化
』
五
二
、　
一
九
九

三
年
）
、
高
島
英
之

「膀
示
木
簡
」
ｑ
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
東
京
堂
出

版
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
５
）

廣
野
誠

「兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
」
翁
兵
庫
県
の
歴
史
』
二
九
、

一
九
九
三
年
）
、
渡
辺
晃
宏

「袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
―
木
簡
の
内
容
と
遺
跡
の
性

格
」
（兵
庫
県
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡

〔
本
文
編
置

前
掲
）
。
以
下
、
両
氏
の

見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
６
）

条
里
坪
付
を
記
す
木
簡
の
出
土
事
例
は
、
『古
代
但
馬
国
と
木
簡
』
（前
掲
）
八

〇
‐
八
五
ペ
ー
ジ
、
に
集
成
し
た
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
大
阪
府

。
長
原
遺
跡
、
鹿

児
島
県

・
京
田
遺
跡
出
土
木
簡
が
参
考
に
な
ろ
う
。

（
７
）

特
別
研
究
集
会
の
報
告
で
は
、
〔木
簡
５
〕
が

【
木
簡
１
〕
の
断
片
で
あ
る
可
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能
性
が
高
い
と
述
べ
た
が
、
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
と
研
究
集
会
当
日
に
展
示
木

簡
を
熟
覧
し
た
結
果
、
別
個
体
と
判
断
し
、　
一
部
記
述
を
改
め
た
。

（
８
）

た
と
え
ば
、
豊
岡
市
史
編
集
委
員
会

『豊
岡
市
史
』
上
、
「序
編

豊
岡
市
の
自

然
環
境
」
貧
ユ
岡
市
、　
一
九
人

一
年
）
、
前
田
保
夫
他

「完
新
世
に
お
け
る
山
陰
海

岸
東
部
気
比
低
地

（兵
庫
県
豊
岡
市
）
の
古
環
境
」
翁
立
命
館
地
理
学
』

一
、　
一

九
八
九
年
）
な
ど
。

（
９
）
　

『日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年

（八
〇
四
）
正
月
二
十
六
日
条
。
但
馬
国
府
に

か
か
わ
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
さ
し
ず
め
、
加
賀
見
省

一
「但
馬
国
府
と
祓
所

―
第
二
次
但
馬
国
府
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
―
」
翁
歴
史
学
と
考
古
学
』
真
陽
社
、

一
九
八
八
年
）
、
同

「但
馬
国
」
（日
本
考
古
学
協
会
三
重
県
実
行
委
員
会

『国
府

―
畿
内

・
七
道
の
様
相
』

一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
１０
）

管
見
に
よ
れ
ば
、
出
石
神
社
が

「
一
宮
」
と
明
記
さ
れ
た
史
料
の
初
見
は
、
弘

安
八
年

（
一
二
八
五
）
但
馬
国
大
田
文
の

「当
国

一
宮
出
石
大
社
」
な
る
記
載
で

あ
る
。
『日
本
紀
略
』
天
暦
四
年

（九
七
六
）
二
月
二
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
「但

馬
国
言
上
、
出
石
夫
社

（出
石
郡
〉
内
烏
鵠
集
会
。
古
老
云
＾
国
内
第

一
霊
社

也
」
と
み
え
る
。
な
お
、
梶
木
良
夫

・
榎
原
雅
治

「但
馬
国
」
（中
世
諸
国

一
宮

制
研
究
会
編

『中
世
諸
国

一
宮
制
の
基
礎
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）

を
参
照
。

（
１１
）

豊
岡
市
史
編
集
委
員
会

『豊
岡
市
史
』
上
、
萱
ユ
岡
盆
地
の
条
里
制
」
（前
掲
）、

一
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
・２
）

特
別
研
究
集
会
の
報
告
で
は
、
豊
岡
市
西
南
部
に
み
え
る

「人
条
」
の
地
名
を

紹
介
し
た
が
、
報
告
後
、
そ
の
成
立
が
新
し
い
と
の
ご
教
示
を
得
た
た
め
、
本
文

か
ら
削
除
し
た
。

（
・３
）

山
田
安
彦

・
桑
原
公
徳

「但
馬

。
円
山
川
流
域
に
於
け
る
條
里
地
割
の
分
布
に

つ
い
て
」
亀
人
文
地
理
』
五
十
四
、　
一
九
五
三
年
）
。
の
ち
、
桑
原
公
徳

。
山
田
安

彦

「但
馬
豊
岡
盆
地
の
条
里
と
地
籍
図
」
３
歴
史
地
理
学
会
会
報
』
人
七
、　
一
九

七
六
年
）
に
て
訂
正
が
あ
る
。

（
‐４
）

石
田
修

一
「但
馬
豊
岡
盆
地
の
条
里
」
ｑ
日
本
歴
史
』
九
五
、　
一
九
五
六
年
）
、

同

「但
馬
豊
岡
市
周
辺
の
条
里
坪
付
呼
称
に
つ
い
て
」
翁
日
本
歴
史
』

一
〇

一
、

一
九
五
六
年
）
。

兵
庫
県
出
石
郡
神
美
村

『神
美
村
誌
』
全

九
五
七
年
）
。

大
平
茂

「兵
庫
県

・
袴
狭
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
」
翁
条
里
制
研
究
』

一
〇
、　
一

九
九
四
年
）
。
以
下
、
大
平
氏
の
見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。
な
お
、
同

「袴
狭

遺
跡
」
（条
里
制
研
究
会
編

『空
か
ら
見
た
古
代
遺
跡
と
条
里
』
大
明
堂
、　
一
九

九
七
年
）
も
参
照
。

日
高
町
保
管
。
日
高
町
教
育
委
員
会

・
加
賀
見
省

一
氏
よ
り
提
供
を
う
け
た
。

た
と
え
ば
、
日
高
町
史
編
集
専
門
委
員
会
議

『日
高
町
史
』
上
巻

（
一
九
七
六

年
）
は
、
日
高
町
域
に
認
め
ら
れ
る
遺
存
条
里
地
割
を
図
示
す
る
も
の
の
、
条
里

の
並
び
や
坪
付
に
つ
い
て
は
沈
黙
す
る
。

（
・９
）
　

『日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
九
巻
Ｉ
　
兵
庫
県
の
地
名
』
（平
凡
社
、　
一
九
九

九
年
）
、
八
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
２０
）

金
田
章
裕
氏
の
ご
教
示
に
よ
る

（金
田
章
裕

「西
大
寺
関
係
の
古
地
図
と
条
里

プ
ラ
ン
」
［東
京
大
学
文
学
部

・
奈
良
国
立
博
物
館

『西
大
寺
古
絵
図
は
語
る

古

代

・
中
世
の
奈
良
』
二
〇
〇
二
年
ｇ
。
拙
稿

「秋
篠
庄
と
京
北
条
里
」
翁
続
日
本

紀
研
究
』
三
二
四
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
２．
）

貞
和
三
年

（
一
三
四
六
）
三
月
七
日
円
空
寄
進
田
畠
坪
付
注
文
。
同
様
の
坪
付

記
載
は
、
延
文
元
年

（
一
三
五
六
）
二
月
九
日
寂
心

。
円
空
寄
進
田
畠
坪
付
注
文

に
も
み
ら
れ
る

（と
も
に

『大
岡
寺
文
書
』
。
日
高
町
史
編
集
専
門
委
員
会
議

『日
高
町
史
墜
資
料
編
、　
一
九
八
〇
年
、
所
収
）
。
両
文
書
は
同
筆
で
、
円
空
の

花
押
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
延
文
改
元
は
三
月
二
十
八
日
で
あ
り
、
検
討
を

要
す
る
。
な
お
、
後
者
の
記
載
に
は
や
や
混
乱
が
認
め
ら
れ
、
十
六
坪
に

「
ホ
イ

ツ
メ
」
「
ク
ム
ハ
ラ
」
の
呼
称
が
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２２
）

そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
特
別
研
究
集
会
の
討
論
に
お
い
て
、
山
陰
道

但
馬
道
を
起
点
と
し
た
坪
付
配
置
、
国
衡
の
位
置
に
か
か
わ
る
な
ど
の
可
能
性
を
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指
摘
し
た
。

（
２３
）
　

『神
床
文
書
』
。
太
田
順
三

「但
馬
国
出
石
神
社
領
田
図
」
（西
岡
虎
之
助
編

『日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
下
、
東
京
堂
出
版
、　
一
九
七
七
年
）
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所

『日
本
荘
園
絵
図
衆
影
』
四

近
畿
三

（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
八

年
）
、
所
収
。

（
２４
）

岡
田
隆
夫

「但
馬
国
神
戸
郷
絵
図
の
修
補
に
つ
い
て
」
令
京
畿
内
荘
園
の
史
料

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
昭
和
六
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金

（
一
般
研
究
Ａ
）
〈研
究
代
表
者

・
石
上
英

一
〉
研
究
成
果
報
告
書
、　
一
九
八

九
年
）
。

（
２５
）

絵
図
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
出
石
川
旧
河
道
の
復
原
や
山
際
付
近
の
日
地

比
定
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
合
成
に
用
い
た
地
籍
図

・
字
名

図
の
精
度
も
、
検
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
２６
）

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『入
佐
川
遺
跡
』
（前
掲
）
。

（
２７
）

特
別
研
究
集
会
の
報
告
で
は
、
時
間
の
都
合
上
詳
論
で
き
な
か
っ
た
が
、
城
崎

郡
条
里
に
つ
い
て
の
知
見
を
記
し
、
後
考
に
倹
ち
た
い
。　
一
万
分
の
一
豊
岡
市
平

面
図
④

（
一
九
九
六
年
）
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
、
そ
こ
に
地
籍
図
を
重
ね
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
復
原
さ
れ
る
城
崎
郡
条
里
は
、
出
石
郡
条
里
と
の
間
に
約
半
町
の

ズ
レ
を
生
じ
て
い
た
。
た
だ
し
、
豊
岡
市
街
の
平
野
部
の
現
地
比
定
は
、
山
地
や

丘
陵
に
三
方
を
囲
ま
れ
た
出
石
町
の
袴
狭
遺
跡
周
辺
に
比
べ
て
、
丸
山
川
の
旧
河

道
を
手
が
か
り
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
精
度
に
問
題
が
残
る
。
さ
ら
な
る
精
査

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
付
記
〕

本
稿
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
六
日
、
兵
庫
県
日
高
町
で
行
わ
れ
た
木
簡
学
会

但
馬
特
別
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
報
告
原
稿
を
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告

の
準
備
段
階
で
、
大
平
茂
氏
、
加
賀
見
省

一
氏
、
小
寺
誠
氏
、
中
村
弘
氏
よ
り
資

料
の
提
供
を
う
け
、
鎌
田
元

一
氏
、
金
田
章
裕
氏
、
舘
野
和
己
氏
、
寺
崎
保
広
氏
、

本
郷
真
紹
氏
、
吉
川
真
司
氏
、
渡
辺
晃
宏
氏
に
は
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
末

尾
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
報
告
後
に
参
加
諸
氏
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
批
判
ご
意
見
や
そ
の
後
の
知
見
に
よ
り
、
原
稿
を

一
部
あ
ら
た
め
た
が
、

論
旨
に
変
更
は
な
い
。

（
二
〇
〇
二
年
七
月
成
稿
、
九
月
補
訂
）
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